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1 は じ め に

農業就業人口の減少、高齢化が進む中、野菜主業型農

家を育成するためには、雇用労力を活用し、所得の安定、

向上を図ることが必要である。このため、農業協同組合

が主体となつて取り組んでいる労力支援事業 (通称 :グ

リーンヘルパー制度)を平成 14年に活用した野菜農家及

びパー トを対象としたアンケー ト調査を実施するととも

に、雇用労力を活用している野菜農家の事例調査と作業

記帳分析を行い、雇用労力活用のためのポイントと効果

について整理したので、報告する。

2試 験 方 法

(1)野菜農家及びパー トのアンケー ト調査

1)調査時期 :平成 15年 6月

2)調査対象 :平成 14年 にグリーンヘルパー制度を活

用して雇用関係を結んだ県内8農協管内の野菜農家 100

名及びパー ト153名

3)調査方法 :郵送法により実施し、野菜農家 40名 、

パー ト58名 の回答を回収、分析した。

(2)野菜農家の経営事例調査及び作業記帳分析

1)調査時期 :平成 15年 4月 ～11月

2)調査対象 :労働集約型野菜である果菜類について調

査するため、今回、キユウリ主業型農家を対象とした。

3)調査方法 :キ ユウリ栽培期間中の作業日誌を記録し

てもらい、家族とパー トの労働時間、所得等について分

析した。また、聞き取りにより補足した。

3 調査結果及び考察

(1)グ リーンヘルパー制度の活用状況

平成 14年のヘルパー制度活用農家は 100人、パー

トは 153人 であり、その数は年々増加している(図 )。 ま

た、平成 13年にパー トを活用した農家で 14年も引き続

きパー トを活用したのは 75人 (93%)、 13年に引き続い

て従事したパー トは 80人 (70%)であり、農家、パー ト

ともほとんどが前年に引き続いて導入または従事してい

る (表 1)。

(2)雇用労力活用のポイント

1)パー ト希望者が応募する際の情報入手手段は「新

間折 り込みチラシJが最も多いので、農協等が募集する

際は有効活用すること (表 2)。

2)パー トの希望する勤務期間、最低賃金、勤務時間

及び作業内容について、特徴を年代別に比較 した結果、

「希望勤務期間は年代の上昇に伴い長期化する」、「希望

最低賃金は 40代以下で高く、50代以上では幅がある」、

「希望作業時間は 40代以上でサラリーマン並の 8時～

17時等が多い」、「希望作業内容は全体では収穫作業が約

6害1であり、30代以下は収穫、管理、選別・調製・箱詰

めにフレキシブルに対応する」とい うことがわかつたの

で、円滑な労使関係を築くため、農協、農家等はこれ ら

の特徴を認識 したうえで、十分な時間をとつて面接を行

い、採用者を決定すること (表 3)。

3)パー トが勤務条件 として重視 している項目の内、

農家の作業環境整備割合の低かった項目に 「労災保険の

加入」、「圃場内の トイレ」が挙げられ、これらはパー ト

の 8割が女性であることからも最低限整備する必要があ

ること (表 4、 5)。

4)パ ー トの希望勤務期間の平均約 5ヵ 月に対し、農

家の希望は平均約 3ヵ 月なので、パー トの定着には雇用

期間の長期化を図る必要があること (表 6)。

(3)雇用期間の長期化の効果

キュウリ主業型農家である S町内のH氏は、 5年

前にグリーンヘルパー制度を活用 し、町内在住者 2名 を

5ヵ 月間 (7月 ～ 8月 は 1名 増員)雇用 し、 1名 は朝夕

のみの勤務でハウスの管理作業と露地の収穫作業、 1名

は終日の勤務で露地の管理・収穫作業、及び増員の 1名

は朝夕のみの勤務で露地の管理・収穫作業という役割分

担を徹底するとともに、雇用期間中の管理作業は全てパ

ー トに責任を持つて任せ、管理作業にたけたパー トが新

米パー トに作業を伝Ixす るという労務管理を実践するこ

とで労働力の生産効率向上に結びつき、雇用前に比べ、

自家労働時間を軽減 し、 1時間当りの所得を約 460円 増

加 させている (表 7)。

3 ま と め

野菜作経営で雇用労力を活用する際は、パートの希望す

る作業内容、作業環境、勤務期間等に配慮することが必要

である。また、雇用期間を長期化させるとともに、作業を役割

分担し、パートに責任を持たせるという労務管理を実践する

ことで、自家労働時間軽減及び労働生産性の向上が期待で

きる。
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表 4ノ ―` 卜の勤務条件重視項目

■:L.N
項   目     重視  普通  軽視

勤務時間が希望どおり

圃場に トイレがある

けが等の保険がある

勤務先農家との相性

作業内容が希望どおり

休憩所がある

定期的な休日がある

超勤手当、賞与がある

失業保険がもらえる

脱衣所がある

通勤の際、送迎がある

有給休暇がある

託児所がある

"リ

エ→ンがある

87%

81

80

68

64

61

42

35

29

26

17

15

11

8

13%

17

18

30

34

36

42

48

37

幌

2

2

2

2

4

16

17

34

B導入凛業者   ロ バート

図 年次別導入農家数及びパー ト数

表 1 導入農家・パー トの継続状況
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表 2パ ー トの実態

0性卿

男性

雄

●晨家 非晨球の別

晨家

0年齢

00代以下

40代

50代

60代以上

1住所 (地燿)

盛国市

娼椰

彙却

西磐丼椰 宮晨彙

きゅっリ

トマト

ほうれん

レタス

ヽ

”

”

”

●ulle入手手段(複摯口

'新口晰り込みチうシ

知人の瑠介

晨協 続 の囀眈

晨協 市■■雌

0希望0+凛内8
餃精              66
腋執 構葉 摘果       "
Ell彙 鶴     "
,籠 定植            2
■の構            '

0希望の作彙時同籍

|～ 1'時台           "
|～ 1'喘            12

'～

1嬌台           10
1“喘 針

"7飴
   

“子の

“

            %

，

“

“

‘

表 6農家の作業環境整備状況

パー トの希望に合 う勤務時間 8● 定

休憩時間の設定

田場内の トイ レ

定期的な休 日の設定

通動時の送迎

脱衣所

バー トの■望に合 う賃金餃定

超適勤務手当 賞与

レク,エーシ3ン の餃定

作彙計画の明■化

有綸休嘔の設定

休憩所

表 3パ ー トの希望する勤務期間、最低賃金、勤務時間、作業内容 表6農家、パー トの希望雇用期間の比較
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※ 注 ■  ※ 注 2  0■ 日 を

選 択 し た 人

の 特 イヒ係 数

希望期間        パー ト    農家

銘

6

9

12

0

18

30

3

0

22

0 17

0 30

0 23

0 00 0 25

0 11

0 11

製  箱 8き 4月 ～ 8月

4月 ～ 10月
5月 ～ 9月

5月 ～ 10月
5月 ～ 11月
6月 ～ 9月

7月 ～ 9月

7月 ～ 10月
周年

その他

※ 注 3の ,日 と は  8-17■ 合 、 0-16峙 台 、 9～ ■ 8吟 台 を 示 す 希望期間の平均     154日     91日

表 7 S町内キュウリ主業型農家H氏の経営事例

(2Dセ ンサ ス )
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